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（１）駅周辺地区を取り巻く状況 

   ①歩行者・自転車通行量の状況 

中心市街地内 29 地点【図表 2】において、平成 10 年から平成 22

年までの歩行者及び自転車の合計通行量【図表 1】をみると、平日では

約 950 人減少（▲36.8％）、休日では約 1,000 人減少（▲46.2％）し

ています。ともに大幅な減少となっており、中心市街地における賑わい

が失われてきています。特に休日の減少は半数近くまで落ち込んでおり、

集客力が顕著に失われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 別添資料 

歩行者・自転車通行量の推移（中心市街地２９地点平均値）【図表 1】  

 

歩行者・自転車通行量調査地点図（中心市街地２９地点）【図表２】 

出典：鳥取商店街連合会「通行量調査結果報告書」 
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②居住人口の状況 

中心市街地においては居住人口の減少が進んでおり、平成 7 年から平

成 17 年までの 10 年間では約 6％減少、また昭和 40 年から平成 17 年

までの 40 年間では約 43％と大幅に減少しています。全市に対する人口

の割合も昭和 40 年には約 20％を占めていましたが、平成 17 年時点で

約 6％まで落ち込んでいます【図表 3】。 

なお、平成 10 年から平成 20 年までの間の中心市街地における町別

人口の推移では、袋川以南の増加がみられますが【図表 4】、その要因と

して中高層マンションの建設による影響が考えられます【図表 5】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：住民基本台帳 

中心市街地の居住人口の推移 【図表３】 

 

平成 10 年から平成 20 年における中心市街地の町別居住人口の推移【図表４】 
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出典：鳥取市中心市街地整備課 

中心市街地における中高層のマンション分布【図表５】 
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③商業の状況 

平成 14 年から平成 19 年までにかけて、中心市街地内の商店数及び

年間販売額【図表６】については、それぞれ約 25％前後減少しています。

また、平成９年から平成 16 年までの売り場面積については、市全体（商

業集積地区）では約 13％増加するなか、中心市街地においては約 22％

減少しています【図表７】。これは、郊外型商業店舗が増加し、中心市街

地の個店などの減少が進んだことによるものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（破線：売り場面積㎡当たりの販売額） 出典：商業統計 

中心市街地と商業集積地区の商店数及び年間販売額の推移 【図表６】 
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小売業（商業集積地区及び中心市街地）における売場面積の推移 【図表７】 
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出典：鳥取市中心市街地活性化基本計画 
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④地価（地価公示）の状況 

鳥取駅北側周辺の 3 地点【図表 9】及び鳥取市平均の地価推移【図表

8】をみると、平成 15 年から平成 22 年までにおける鳥取市平均は、

30,469 円の下落（▲33.4％）となっています。 

また、鳥取駅北側周辺の 3 地点における推移は、栄町 710 番では、

平成 15 年に 49 万円／㎡が平成 22 年に 21.5 万円／㎡と▲56.1％、

今町 2 丁目 285 番では、平成 15 年に 21.5 万円／㎡が平成 22 年に

12.3 万円／㎡と▲42.8％、末広温泉町 129 番では、平成 15 年に 29.5

万円／㎡が平成 22 年に 15.3 万円／㎡と▲48.1％となっており、鳥取

市平均の下落率を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

295,000

153,000

490,000

215,000215,000

123,000
91,252 

60,783 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

地価（円/㎡）

中心市街地の地価の推移
末広温泉町129番 栄町710番

今町2丁目285番 鳥取市平均

鳥取駅北側周辺及び鳥取市平均の地価推移【図表 8】 

 

 

地価公示標準地点図（鳥取駅北側周辺３地点）【図表 9】 
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⑤鳥取駅及びバスターミナル乗降人員の状況 

鳥取駅の乗降人員（一日当たり）は、平成 16 年から平成 21 年まで

にかけて毎年減少が続き、５年間で約 12％減少し【図表 10】、車社会

の進展による影響を受けているものと考えられます。 

また、バスターミナルの乗降人員（一日当たり）は、平成 16 年から

平成 21 年までにかけて約 11％減少【図表 11】していますが、内訳を

見るとＪＲと同様に車社会の進展による影響から地域に密着する一般路

線が 17.4％減少【図表 11】する一方で、利便性に優れた高速バス、循

環バス及び定期観光バスは、全て増加しています。 

 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：市勢要覧より推計 

鳥取駅乗降人員の推移（一日あたり）【図表 10】 

出典：日本交通㈱、日ノ丸自動車㈱提供資料より推計 
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（２）駅周辺地区のポテンシャル 

①高速道路の整備状況と商業圏域人口の変化 

高速道路の供用開始を控えており【図表１2】、特に鳥取自動車道の平

成 24 年度全線開通によって岡山や関西との時間距離が益〄近くなり、

広域交通の利便性が向上します。道路整備に伴う自動車による１時間到

達域の変化【図表１3】をみると、商業圏域区域内での人口は年〄増えて

おり、平成 17 年から平成 27 年まで 29.5％、平成 32 年圏域に豊岡市

を含めると、平成 17 年から平成 32 年まで 48.0％の増加が見込まれま

す。 

・鳥取自動車道 西粟倉 IC～大原 IC：平成 24 年度供用予定 

・鳥取豊岡宮津自動車道駟馳山バイパス：平成 25 年度供用予定 

〃      岩美道路：平成 20 年代供用目標 

・山陰自動車道鳥取西道路：平成 20 年代供用目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ＪＲ鳥取駅周辺における民間活力の動 

 

鏡野町

津山市

岩美町

八頭町

若桜町智頭町

三朝町

湯梨浜町北栄町

倉吉市

鳥取市
琴浦町

西粟倉村

奈義町

香美町

豊岡市

2020年圏域
2015年圏域

2020年圏域
2010年圏域

2005年圏域

2015年圏域

養父市

新温泉町

鏡野町

津山市

岩美町

八頭町

若桜町智頭町

三朝町

湯梨浜町北栄町

倉吉市

鳥取市
琴浦町

西粟倉村

奈義町

香美町

豊岡市

2020年圏域
2015年圏域

2020年圏域
2010年圏域

2005年圏域

2015年圏域

養父市

新温泉町

■平成17年→平成27年  

29.5％増 

■平成32年圏域に、 

豊岡市を含めると… 

  平成17年→平成32年  

48.0％増 

鳥取自動車道、山陰自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道の整備状況【図表 12】 

道路整備に伴う商業圏域区域内の人口増加状況（自動車による１時間到達域）【図表 13】 

出典：H17 鳥取県消費者購買ﾄﾚﾝﾄﾞﾘｻｰﾁ、 
日本の市区町村別将来推計人口等より推計 
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（３）社会的背景 

   ①人口減少社会の到来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の人口推計 【図表 14】 

 

鳥取市の人口推計 【図表 15】 

 総人口は30年で約2,100万人減少… 現在の近畿2府4県の人口に匹敵 

 生産人口は30年で約2,400万人減少… 約30%減少 

（2010年を基準とする） 

生産人口の減少 
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出典：国立社会保障･人口問題研究所 

 総人口は、25年後に18万人を割り込む 

 生産人口は、25年後に約30％減少   （2010年を基準とする） 
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出典：国立社会保障･人口問題研究所 
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   ②超高齢社会の到来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

出典：日本の市区町村将来推計人口 
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鳥取市の高齢人口及び高齢化率【図表１7】 

日本の高齢化率の推移 【図表 16】 

 30年後には「3人に1人」が65歳以上 

 40年後には、「4人に1人」が75歳以上…自家用車が利用できない人が

急増                 （2010年を基準とする） 
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